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2006 年 4 月の介護報酬改定で，20 分未満の短時間訪問看護への評価が新設され，訪問看護の機
動性がより高まりました。一方で，ALS 等の医療依存度の高い在宅療養者・家族のニーズとして，
2 時間以上の長時間滞在型の訪問看護への要望も高く，各地でモデル事業が実施されています。ショー
トステイの受け入れが少ない現状では，レスパイトのための支援としても重要なサービス形態です。
そこで特集では，長時間滞在型訪問看護の実際や効果，克服すべき課題などについて紹介し，今後の
可能性を探ります。

長時間滞在型訪問看護の効果と課題　永井雅子
難病患者への日中・夜間・休日対応型の長時間訪問看護の実際　伊藤文子 
ターミナル期の長時間付き添い看護の実際　倉戸みどり

■特別記事
離れて暮らす親を思う―遠距離介護の現状と課題　太田差惠子
ALS／MND国際シンポジウム（於：横浜）に参加して　山本真

■連載
時間を忘れて　天方晴子／訪問看護時事刻々　石田昌宏／わたしのため・から始まる在宅介護　川口有
美子／訪問看護のパイオニアたち「川越博美さん」竹森志穂ほか／わたしのことをわたしから　塩津
直子／事例で考える医療福祉倫理　大林雅之ほか／わが憧れの老い　服部祥子／家族にできるケアの
手引き　福井小紀子／ほんとの出会い　岡田真紀／桜色のハーフコート　赤川次郎

特集 長時間滞在型訪問看護の可能性

編集
後記

●よく晴れた 9 月の休日，認知症に関するいくつかの会で。「昨日の夕食は何を食べましたか？」「自宅の電話番
号を後ろから言えますか？」「認知症になってもすぐには施設に入れません」「老後の資金は十分貯えておきま
しょう」。「認知症にだけはなりたくないと思う人？」という問いかけもありました。知識を得たいと講演会に
来たのですが，だんだん不安になってきたのも事実です。正しく知り，互いに支援者となって年を重ねていき
たい。地域に頼りになる訪問看護ステーションがあればできると思います。…………………………………伊藤N
●特別記事の伊藤雅治さんへのインタビューでは，老人保健法改正当時の状況を聞き，老人訪問看護ステーショ
ン制度誕生までの流れの一端を知ることができました。お話の中には本誌の連載「訪問看護のパイオニアたち」
に今月登場した村松静子さんや昨年 9 月号の新津ふみ子さんのお名前も出てきます。そして 2006 年 4 月の報
酬改定に触れての「これで現場が動かないとしたら，どうにもならない」との言葉は，訪問看護にとっていま
が正念場であることを感じさせるものでした。 ……………………………………………………………………伊藤M
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